
全期モニタリング結果報告書 

福井市にぎわい交流施設 
所 在 地 福井市中央１丁目２－１ 

所管課等 都市整備課 

 

１ 指定管理者の概要 

名 称 まちづくり福井株式会社 代表者 松尾 大輔 

所在地 福井市中央１丁目２－１ 

 

２ 指定管理期間 

令和６年４月１日～令和１１年３月３１日（第３期） 

 

３ 施設の利用等の状況 

 
第 1 期   第 2 期   第 3 期 

H28～30 
全期平均 

R元年度 

導入４年目 

R2年度 

導入５年目 

R3年度 

導入６年目 

R4年度 

導入７年目 

R5年度 

導入８年目 

R6年度 

導入９年目 

利用者数 
（人） 

283,771 275,176 116,371 100,644 179,922 293,945 296,145 

前年度比 
（人） 

- ▲1,647 ▲158,805 ▲15,727 79,278 114,023 2,200 

前年度比 
（％） 

- ▲0.6 ▲57.7 ▲13.5 78.8 63.4 0.7 

利用料金 
（千円） 

28,818 28,774 17,099 25,830 27,086 36,195 33,816 

前年度比 
（千円） 

- ▲1,601 ▲11,675 8,731 1,256 9,109 ▲2,379 

前年度比 
（％） 

- ▲5.3 ▲40.6 51.1 4.9 33.6 ▲6.6 

 

４ 納付金・指定管理料の状況 

  
H28年度 

導入１年目 

H29年度 

導入 2年目 

H30年度 

導入 3年目 

R 元年度 

導入 4年目 

R2年度 

導入 5年目 

R3年度 

導入 6年目 

R4年度 

導入 7年目 

R5年度 

導入 8年目 

R6年度 

導入 9年目 

指定管理

料(千円) 
72,526 71,056 71,080 63,866 64,738 67,306 67,799 67,800 68,058 

納付金 - － － － － － － － － 

 

５ 要求基準と達成状況（進捗状況） 
要求基準 達成状況 

年間稼働率 

・屋根付き広場 86％（土日休日 95％）以上 

・多目的ホール 70％（土日休日 90％）以上 

・屋根付き広場 80％（土日休日 97％） 

・多目的ホール 77％（土日休日 93％） 

指定事業の実施回数 

・施設ごとに年 12回以上実施 
・屋根付き広場 12回 

・多目的ホール 12回 

指定事業及び自主事業の年間来場者数 

・屋根付き広場  10万人以上 

・多目的ホール   8千人以上 

 

・屋根付き広場 103,956人 

・多目的ホール  8,063人 

にぎわいの波及 

・中心市街地の近隣商業施設等と連携したイ

ベント等を実施 

・連携イベント等の開催 5回 

※稼働率は、施設利用キャンセルのあった日を稼働日に含め算出 
 

 

様式 11-4 



 

 

６ 利用者から寄せられた苦情・意見等及びその対応状況 
≪施設・設備に関すること≫ 

内容：ステージの様子を、監視カメラではなく専用のカメラでアップにして、ホワイエで見たい。 

対応：監視カメラ映像をホワイエで流すことは可能だが、ホール内に専用カメラを設置して流す予定

はない。 

 

内容：リハーサル室の時計が傾いている。 

対応：すぐに対応した。 

 

内容：ハピリン荷捌き所の場所がわかりにくいため、看板を設置してほしい。 

対応：看板の設置予定はないため、打合せ時に案内地図を配布することにした。  

 

内容：搬入口及び荷捌き所の使用申請について、口頭か電話で済ませられないか。また、搬入口に荷物

用カート置き場を設置できないか。 

対応：ハピリンは複合施設であり荷物の搬入回数が多く、自由な出入りを認めると収拾がつかなくな

るため、管理上荷捌き所の使用申請書は提出してほしい。また、複合施設であることから特定の

施設の備品を荷捌き所に置くことは難しい。 

 

内容：看板や案内板をぶら下げるスタンドがもう少し数あるといい。 

対応：昨年度追加購入したが、今後も需要があるようなら追加購入したい。 

 

内容：利用申し込みをパソコンで受付できるようにしてほしい。 

対応：将来的には施設利用のネット受付も検討している。 

 

７ 利用促進等に向けた取組みの実施状況 
計  画 実施状況 

備品・環境の整備 ハピリンホールで複数のパソコンを使用して Web 会議を行う場合に、

管理者側でネット回線の入り口までの設定を行い、利用者の利便性向

上を図った。 

施設の利用促進及びＰＲ 【ハピテラス】 

・R6年度から平日における利用促進を図るため、4月～11月の毎週火

曜日に自主事業で「恐竜体操」を実施した。参加者のターゲットを幼

児とし保育施設等に参加を呼びかけたことにより、園児たちが継続的

に参加するイベントとなった。今後は、幅広い層が参加する地域全体

に親しまれる取り組みにつなげたい。 

【ハピリンホール】 

・ハピリンホールの平日稼働率を向上させるため、平日に開催される

株主総会での会場利用料を２割引とする減免制度を新設し、各社にダ

イレクトメールで案内した。 

【ハピテラス・ハピリンホール】 

・アオッサから西武までの情報を紙媒体で掲示する「まちなか情報ボ

ード」やハピリンデジタルサイネージへの掲載、近隣施設等へのチラ

シ設置など、様々な媒体を活用して事業の周知ＰＲを図り、利用促進

に努めた。 

利用者アンケートの実施 利用者へのアンケートの結果、施設及び備品ともに利用料金について

は「普通」「安い」という意見が８割以上であった。例年同様、職員の

対応・サービスに改善を求める意見はなく、利用全般について概ね納

得は得られているものと考えられる。 

指定事業等の実施 【ハピテラス】 

・「ふくいメロンまつり」について、例年土日のみの開催だったが、R6

年度は金曜日の午後から日曜日までの開催とし、昨年度より半日長く

開催した。その結果、平日の稼働率上昇や来場者数増加につなげるこ

とができた。「メロン」「あげ」「もち」など１つの食材に特化したイベ

ントは集客力があり、特に「あげ」についてはマスコミにも取り上げ

られるなど大変注目度が高くなっている。今後もハピテラスを拠点に、

ふくいの食ブランドや文化・芸能、観光・産業など福井の魅力を積極

的に発信し、県外からの誘客促進に努めたい。 



 

 

【ハピリンホール】 

多目的ホールの利用閑散期において、「夏休み子どもサイエンス」や「妖

怪フェス」などの指定事業や「子どもだけ寄席」などの自主事業を積

極的に実施したことにより、稼働率及び来場者数が例年より大きく上

回った。初めての事業である「妖怪フェス」は想定以上の反響があっ

たため、今後は福井城跡に伝承されている妖怪等を現地で解説するツ

アーを追加するなど、まちなかを回遊するようなイベントにしていく

ことで、中心市街地へのにぎわい波及を図りたい。 

 

８ 施設、設備の維持管理の状況 
項目 実施状況及び確認方法 

保守点検、運転、監視業務 
空調設備、電気設備、消防設備等の保守点検業務を委託により実施。 

（点検報告書、聞き取りにて確認） 

清掃業務 
直営及び委託により、日常清掃及び定期清掃を実施。 

（日報及び事業報告書、聞き取りにて確認） 

保安警備業務 
警備会社に委託し、機械警備を実施。 

（日報及び事業報告書、聞き取りにて確認） 

備品管理 
備品台帳を整備し、損傷、経年劣化等の状態確認を随時実施。 

（備品台帳、事業報告書、聞き取りにて確認） 

小規模修繕 
基本協定書に基づき、年間 200万円の範囲内で実施。 

（事業報告書、聞き取りにて確認） 

 

９ 指定管理者のコメント 
【ハピテラス】 

令和６年３月の新幹線開業効果もあり、８月までは稼働率７０～８０％が続き、年間稼働率も過去最高

の８０％となった。ただ、要求基準の８６％には及ばないため、今後も平日の稼働率向上に取り組んで

いきたい。 

参加者数も、６月、１１月、３月と大規模イベントがあったこともあり、２７万人と過去最高を記録し

た。稼働率、参加者数ともに過去最高を記録したが、利用料金はイベントの数に左右されるため、新幹

線開業前に大きなイベントが続いた令和５年度に比べ、令和６年度は１割減となった。 

 

【ハピリンホール】 

新幹線開業効果等により、本年度は４月、５月とも稼働率が７０％を超えた。例年利用が少ない７月、

８月に新しい主催事業の妖怪フェス、夏休みのおこさま向け企画のこども塾、こどもサイエンスなどを

実施。結果、年間稼働率７７％と過去最高になり、参加者数のアップにつながった。 

今後も平日の稼働率を向上させるため、企業向けの利用促進、長期休暇ではおこさま向けの企画を積極

的に行っていきたい。 

 

10 所管所属の所見 
屋根付き広場において年間稼働率の要求水準を下回ったものの、土日祝日に限れば屋根付き広場、多

目的ホールともに例年と同様に高い稼働水準を維持しており、休日にまちなかでイベント等が実施さ

れている状況を今年度も確保することができた。特に、ハピリンホールにおいては年間稼働率・入込数

ともに昨年度より上昇しており、これは平日に開催される株主総会の利用料金引き下げや、「妖怪フェ

ス」など新たな分野の事業実施など、指定管理者の創意工夫の成果であると評価できる。 

また、「メロン」や「あげ」といった食をはじめ、恐竜、伝統工芸品など福井の優れた地域資源を活

用したイベントが実施され、県内外に向けて福井の魅力を発信することができた。加えて、「中高生開

放ライブ」や「ジュニアクラシックコンサート」など、子どもたちに発表の場を提供する事業や、子供

向け寄席の開催など、多彩なジャンルの事業により、幅広い層の人がまちなかに集まるきっかけとな

り、にぎわいや交流の促進につながったものと考える。 

なお、施設及び備品の維持管理についても、保守点検、清掃、警備業務等が適正に実施されており、

運営体制は概ね良好である。 

今後は、北陸新幹線福井開業の効果を最大限に活用し、福井ブランドの強化や発信につながる事業を

積極的に展開するとともに、周辺施設等との連携を深め、まちなか全体へのにぎわい波及を図る取組が

求められる。また、指定管理第３期１年目であることを踏まえ、これまでの運営実績や知見を十分に活

かし、引き続き効果的かつ魅力ある事業の企画・実施に取り組んでほしい。 

 

 



 

 

11 指定管理者、施設所管所属の評価 

評価項目 視点 
評価 

方法 
採点理由 

指定管理者 所管所属 

（１）管理運営 

（ア）維持管理業務 

保守管理 

・清掃、法令点検の確実な実施 
3 3 

・点検名、実施回数等のリストの確認 

・関係書類の確認等 

6月 19日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

保安業務 

・保安警備の実施状況 
3 3 

・機械警備についての確認 

・職員による巡回警備の確認等 

6月 19日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

備品管理 

・適正な備品管理、台帳の整理 

・市の備品と指定管理者の備品の区分け 

 
3 3 

・現地調査で台帳と照合等 
6月 19日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

（イ）運営業務 利用時間や休館日の設定状況 

・条例に基づいた営業内容か 
3 3 

・業務日報等の確認等 6月 19日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

受付・承認・利用料金の収受と管理 

・一連の事務の適正な実施 
3 3 

・関係書類や現地調査により確認等 6月 19日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

（ウ）報告業務 事業報告書や収支計画書等の提出状況 

・適正な時期、内容での提出 
3 3 

・関係書類の確認等 6月 19日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

（２）サービスの内容 

（ア）利用促進の取組 

PR活動の推進 

・市政広報やマスメディアの活用 

・ターゲットを絞った PR 

3 4 
・関係書類の確認等 

様々な媒体を活用し、積極

的にＰＲ活動を行っている。 

他施設や地域との連携 

・地域住民との交流 

・地域性を活かしたイベントの開催 

3 3 
・関係書類の確認等 

・職員へのヒアリング等  

（イ）サービス向上

の取組み 

利用者アンケートの活用 

・アンケートの積極的な実施 

・利用者の声の施設運営への反映 

5 5 
・関係書類の確認等 定期的にアンケートを実施

し、利用者の意見を施設運

営や事業に反映している。 

自主事業の実施状況 

・自主事業の積極的な実施 

・新規プログラムの開拓 

5 5 
・事業報告書の確認等 

新規テーマの自主事業を積

極的に実施している。 

（ウ）要求基準の 

達成状況 

あらかじめ設定した数値目標の達成度 

・利用者の増減等 
2 2 

・事業報告書の確認等 年間稼働率が要求基準未

達である。 

（エ）応募時の提案

事項の実施状況 

提案事項の実施状況 

・提案事項の確実な実施 3 4 
・事業報告書の確認等 提案事項以外の事業も実

施し、入込数の増加につな

げた。 

（３）安定性 

（ア）管理運営体制 

職員の配置状況 

・正職員とアルバイトの配置バランス 

・有資格者の配置バランス 

・有資格者の適切な配置 

3 4 

・関係書類の確認等 

・職員へのヒアリング等 

適切に職員を配置し、施設

利用者へのサービス向上に

努めた。 

労働関係法令の遵守 

・適正な労働条件、環境 

・休日の適正な付与 

3 4 
・関係書類の確認等 

・業務日報等の確認等 

関係法令を遵守し、職員が

働きやすい環境整備に努め

た。 

職員の資質向上の取組み 

・定期的な研修の実施 
3 4 

・関係書類の確認等 定期的に研修を実施し、職

員の資質向上に努めた。 

（イ）法令等の遵守 

    個人情報の 

管理状況 

・法令等に沿った管理運営 

・個人情報に関する研修の実施 

・マニュアルの有無 

3 4 
・関係書類の確認等 

・マニュアルの確認等 

定期的に研修を実施し、適

切な情報管理に努めた。 

（ウ）安全・衛生 

対策 

・安全・衛生面への配慮 

・事故防止対策の有無 

・AEDの適正な管理 

・食中毒防止のための対策 

3 4 

・現地調査で施設の確認 

・職員へのヒアリング等 

安全・衛生対策を徹底し、

利用者等が安心して施設を

利用できる環境整備に努め

た。 

（エ）危機管理 

対策・緊急時対策 

・緊急時（災害等）の対応ができる体制の整備 

・マニュアルの有無 
3 4 

・関係書類の確認等 

・マニュアルの確認等 

ハピリン管理組合が実施す

る防災訓練に参加した。 

（４）収支状況 

（ア）経理処理状況 

・一つの口座での会計 

・適正な内部監査体制 
3 3 

・会計帳簿と金融機関口座の照合 

・監査結果の確認等 

 

（イ）経費縮減の 

取組状況 

・光熱水費の削減 

・再委託費の適正な水準 
3 3 

・関係書類の確認等 

・職員へのヒアリング等 

 

 
合計 63 71   

 
割合（合計／100点満点） 0.63 0.71   

★※評価で３点以外の評価をする場合（（1）管理運営含む）は、採点理由に理由・根拠を必ず記入すること。 
 
【参考】全期モニタリング採点基準表（指定管理者及び所管所属） 

業務の結果 点数 備考 

未実施や実施の遅延がある １～２点 
未実施や遅延の程度に応じて採点  

理由を採点理由欄に記載すること 

標準(協定等に規定されていることを最低限満たしている。) ３点  

事業の実施により、よりすぐれた効果が現れている ４～５点 
効果の程度に応じて採点  

理由を採点理由欄に記載すること 

*福井市指定管理者事務処理マニュアル抜粋 

(1)管理項目   月 日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 


